
【表紙：真っ青な晴天の下『第１回厚沢部中学校体育祭』を開催より～関連記事９頁・最終頁】
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☆ 　

☆
募
集
中
☆　
 
☆ 
募
集
中
☆　
 
☆
募
集
中
☆ 　
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☆
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集
中
☆ 　

☆ 
募
集
中
☆ 　

☆
募
集
中
☆

  ☆ 募集中☆　☆募集中☆　☆ 募集中☆　☆募集中☆　☆ 募集中☆　☆募集中☆　☆ 募集中☆

アウトキャンパススタディ事業
大学生ホームステイ受入れ家庭を募集します

厚
沢
部
町
認
定
こ
ど
も
園
の
名
称
を
募
集
し
ま
す

☆
募
集
中
☆

　

町
で
は
、平
成　

年
4
月
か
ら
町
内
3
カ
所
に
あ
る
保
育
所
を
１
つ
に
し
、保
育
所
と
幼
稚
園
が
一
体
と
な
っ
た

31

厚
沢
部
町
認
定
こ
ど
も
園
を
開
園
し
ま
す
。子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
つ
と
と
も
に
、『
地
域
か
ら
親
し
ま
れ
る

認
定
こ
ど
も
園
』に
な
る
こ
と
を
願
い
、次
の
と
お
り
名
称
を
募
集
し
ま
す
。

　

な
お
、赤
沼
ひ
ま
わ
り
の
丘
公
園
内
に
建
設
す
る
認
定
こ
ど
も
園
は
丘
の
上
か
ら
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
良
さ
と

自
然
豊
か
な
厚
沢
部
の
特
色
を
活
か
し
公
園
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
芝
生
の
園
庭
が
特
徴
の
こ
ど
も
園
で
す
。

　

ま
た
、敷
地
北
側
に
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
あ
っ
さ
ぶ
荘
が
隣
接
し
、子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
の
多
世
代

が
交
流
し
、「
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
み
ん
な
が
元
気
に
笑
顔
広
が
る
魅
力
あ
る
こ
ど
も
園
」を
目
指
し
ま
す
。

「道外の大学生と一生の絆と思い出を作りませんか？」　
　町では、関係人口の拡大による『地域活性化』と『あっ

さぶファン獲得』を図るため、町民の皆さんと協働して

地域創生事業に取り組んでいます。その取組の１つと

して、大学生による滞在型教育交流（アウトキャンパス

スタディ）事業を実施。今年も中部学院大学短期大学部

と愛知学院大学の学生が厚沢部町に滞在し、地域住民

との交流や様々な活動を通して学びを深めます。

　滞在中はホームステイや町民との交流イベントなど

を予定しており、現在、愛知学院大学生のホームステイ

に協力いただけるご家庭を募集しています。

　期間は９月５日（水）から11日（火）までの７日間で

すが、都合の良い日数での受入れで構いません。

　なお、申込みや問合せは、素敵な過疎づくり（株）

【TEL64－2022】または総務政策課政策振興係【TEL64

－3311】へ８月３日（金）までに連絡してください。

☆応募締切☆　平成30年７月20日（金） 【郵送必着】

☆応募資格☆　①町内在住者

　　　　　　　②過去に厚沢部町の保育所に通ったことのある方

☆応募方法☆　募集用紙（下記場所に備付け又は町ホームページに掲載）に

　　　　　　　必要事項を記入の上、次のいずれかの方法で応募

　　　　　　　①持　参 ･･･ 保健福祉センター生活環境係へ

　　　　　　　　　　　 　   各保育所へ（投函箱に）

　　　　　　　②郵　送 ･･･ 〒043-1113　厚沢部町新町181番地６

　　　　　　　　　　　 　   厚沢部町保健福祉センター生活環境係　宛

　　　　　　　③ＦＡＸ ･･･ 0139-67-2845

　　　　　　　④メール ･･･ seikatu@town.assabu.lg.jp

☆発　　表☆　厚沢部町ホームページや広報紙等で発表します。

☆記 念 品 ☆　採用者には記念品を贈呈します。

☆ͦ の ଞ ☆　①応募は１人１点とします。

　　　　　　　②応募数が多い名称が採用されるとは限りません。

　　　　　　　③採用された名称の著作権は厚沢部町に帰属します。

　　　　　　　④応募者の個人情報は、この名称募集にのみ使用します。

☆問合せ先☆　〒043-1113　厚沢部町新町181番地６

　　　　　　　厚沢部町保健福祉センター　保健福祉課生活環境係

　　　　　　　ＴＥＬ：0139-64-3319　　ＦＡＸ：0139-67-2845

　　　　　　　メール：seikatu@town.assabu.lg.jp

▲昨年の愛知学院大学生６名と教授２名との記念撮影
　ホームステイ後も交流が続いています。ぜひ応募を！
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一
般
会
計
補
正
予
算
を
追
加

　

平
成　

年
度
厚
沢
部
町
一
般
会

30

計
は
4
千
3
百　

万
1
千
円
を
追

45

加
し
、予
算
の
総
額
を　

億
2
千

47

6
百　

万
1
千
円
と
し
ま
し
た
。

45

　

補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
、農

地
耕
作
条
件
改
善
事
業
に
係
る
調

査
委
託
料
、暗
渠
排
水
整
備
工
事

費
及
び
Ｇ
Ｐ
Ｓ
ガ
イ
ダ
ン
ス
等
導

入
補
助
金
、プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

発
行
事
業
費
補
助
金
、小
中
学
校

通
学
バ
ス
用
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
購
入
費
な
ど
で
す
。

６
条
例
の
一
部
改
正
を
承
認

　

承
認
さ
れ
た
条
例
6
件
の
う
ち

『
乳
幼
児
及
び
児
童
生
徒
医
療
費

助
成
に
関
す
る
条
例
』の
一
部
改

正
は
保
護
者
の
利
便
性
を
考
慮
し

役
場
窓
口
で
の
償
還
払
か
ら
現
物

給
付
に
変
更
す
る
内
容
で
す
。

　

平
成　

年『
第
2
回
厚
沢
部
町
議
会
定
例
会
』が
6
月　

日
か
ら
2
日
間

30

14

開
催
さ
れ
、平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
1
件
の
ほ
か
、条
例
の
改

30

正
案
6
件
、契
約
の
締
結
案
3
件
、専
決
処
分
の
承
認
案
3
件
な
ど
が
審
議

さ
れ
ま
し
た
。な
お
、
議
事
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、『
議
会
だ
よ
り
9
月
号
』

及
び
『
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
』
で
お
伝
え
し
ま
す
。

こ
ど
も
園
新
築
工
事
を
議
決

　

6
月
4
日
に
指
名
競
争
入
札
を

行
っ
た『
認
定
こ
ど
も
園
新
築
関

連
工
事（
3
件
）』請
負
契
約
の
締

結
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、建
築
主
体
工
事
は
高
橋
・

能
登
谷
・
厚
峰
Ｊ
Ｖ
、機
械
設
備
工

事
は
大
明
・
香
川
・
山
田
Ｊ
Ｖ
、電

気
設
備
工
事
は
鈴
谷
電
気
工
業
㈱

が
施
工
し
ま
す
。

※
関
連
記
事
を
3
頁
に
も
掲
載

災
害
時
の
燃
料
供
給
を
支
援

函
館
地
方
石
油
業
協
同
組
合
と
協
定

　

函
館
地
方
石
油
業
協
同
組
合

（
渡
邉
宏
海
理
事
長
）
と
町
は
災
害

時
の
石
油
類
燃
料
の
供
給
な
ど
に

関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

本
協
定
の
締
結
に
よ
り
地
震
や

風
水
害
な
ど
の
大
規
模
災
害
発
生

時
に
避
難
所
や
医
療
機
関
、社
会

福
祉
施
設
、町
の
緊
急
車
両
に
対

し
優
先
的
に
燃
料
が
供
給
さ
れ
、

住
民
生
活
の
早
期
安
定
が
確
保
さ

れ
ま
す
。ま
た
、町
内
2
カ
所
の
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド（
㈱
佐
々
木
総

業
・
㈲
石
塚
商
会
）で
は
、
帰
宅
困

難
者
や
観
光
客
ら
の
一
時
休
憩
所

と
し
て
ト
イ
レ
や
水
道
水
の
提

供
、
避
難
所
や
道
路
な
ど
の
情
報

提
供
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

6
月
1
日　

、役
場
で
行
わ
れ

（金）

た
協
定
書
締
結
式
で
渡
邉
理
事
長

は「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
は

災
害
時
の
公
共
イ
ン
フ
ラ
と
し
て

重
要
。
協
定
の
締
結
は
町
民
の
安

全
安
心
を
図
る
上
で
大
変
意
義
が

あ
る
」と
挨
拶
。
渋
田
町
長
は「
こ

れ
ま
で
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

や
飲
料
水
販
売
業
者
と
物
資
提
供

に
関
す
る
協
定
を
締
結
す
る
な
ど

各
種
災
害
に
対
応
す
る
た
め
関
係

機
関
と
の
連
携
を
図
っ
て
き
た
が

大
規
模
災
害
発
生
時
に
は
よ
り
多

く
の
連
携
が
不
可
欠
で
あ
り
緊
急

車
両
に
よ
る
被
災
者
の
救
助
・
救

援
活
動
の
迅
速
な
実
施
や
避
難
所

開
設
時
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保

は
大
変
重
要
な
課
題
で
あ
っ
た
。

本
協
定
の
締
結
は
町
民
に
と
っ
て

非
常
に
心
強
い
も
の
で
あ
り
本
町

の
防
災
力
向
上
に
大
き
く
寄
与
す

る
」
と
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ま

し
た
。

お願い

こ
ど
も
園
新
築
工
事
に
伴
い

『
赤
沼
ひ
ま
わ
り
の
丘
公
園
』 

利
用
の
一
部
を
制
限
し
ま
す

　

厚
沢
部
町
認
定
こ
ど
も
園
新
築

工
事
の
開
始
に
伴
い
、
赤
沼
ひ
ま

わ
り
の
丘
公
園
の
利
用
を
一
部
制

限
し
ま
す
。
利
用
者
の
皆
様
に
は

ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
遊
具
や
駐
車
場
部
分
は

こ
れ
ま
で
通
り
利
用
可
能
で
す
。

第
２
回
町
議
会
定
例
会
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   国民健康保険加入者の方へ
国民健康保険被保険者証更新のお知らせ

保健福祉課国保係からのお知らせ

新
し
い
保
険
証
は『
簡
易
書
留
』で
郵
送
し
ま
す
！

　

厚
沢
部
町
国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
の
有
効
期
限
は
、

昨
年
か
ら
７
月　

日
に
変
更
し
た
た
め
7
月
更
新
と
な
り

31

ま
す
。今
年
度
の
更
新
か
ら　

歳
以
上
の
被
保
険
者
の
方

70

に
は
保
険
証
と
高
齢
受
給
者
証
を
１
枚
の
カ
ー
ド
に
し
た

『
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
兼
高
齢
受
給
者
証
』を
交
付

し
ま
す
。
郵
送
す
る
保
険
証
の
有
効
期
限
は
平
成　

年
７

31

月　

日
ま
で
に
な
り
ま
す
。

31

　

ま
た
、
平
成　

年
度
か
ら
北
海
道
も
国
保
運
営
を
担
う

30

こ
と
か
ら
平
成　

年
度
以
降
の
更
新
か
ら
新
し
い
保
険
証

30

に『
北
海
道
』
と
表
記
さ
れ
ま
す
。

新
し
い
保
険
証
の
受
取
時
に
不
在
の
場
合
は
…
？

　

簡
易
書
留
郵
便
は
受
領
印
が
必
要
な
た
め
、
不
在
の
場

合
に
は
配
達
さ
れ
ま
せ
ん
。
配
達
時
に
不
在
の
場
合
に
は
、

受
け
取
り
方
法
に
つ
い
て
の「
郵
便
物
等
お
預
か
り
の
お

知
ら
せ
」が
置
か
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
内
容
に
あ
る
手
続
き

を
指
定
さ
れ
た
郵
便
局
宛
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

郵
便
局
で
の
保
管
期
間（
７
日
間
）
を
過
ぎ
役
場
に
保
険

証
が
返
戻
さ
れ
た
場
合
は
、
現
在
使
用
し
て
い
る
保
険
証

と
印
鑑（
シ
ャ
チ
ハ
タ
不
可
）
を
役
場
保
健
福
祉
課
国
保
係

の
窓
口
に
持
参
し
更
新
し
て
く
だ
さ
い
。

　

現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
は
平
成　

年
30

７
月　

日
ま
で
で
す
。
新
し
い
保
険
証
は
、
早
め
に
お
受
け

31

取
り
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先　

役
場
保
健
福
祉
課
国
保
係 

 
☎
6
4
‐
3
3
1
3
】

   75歳以上の方へ
後期高齢者医療制度保険証更新のお知らせ

　区分Ⅱ 　□ 世帯全員が住民税非課税で、区分Ⅰに該当しない方

　区分Ⅰ　 　世帯全員が住民税非課税である方のうち次のいずれかに該当する方

  □ 世帯全員の所得が０円の方
     （公的年金収入のみの場合、その受給額が80万円以下の方）

  □ 老齢福祉年金を受給されている方

『減額認定証の交付対象』・・・次の区分Ⅰまたは区分Ⅱに該当する方

保
険
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

　

現
在
ご
使
用
の
保
険
証
の
有
効
期
限
が
平
成　

年
7
月

30

　

日
を
も
っ
て
満
了
と
な
る
た
め
、8
月
以
降
は
使
用
で

31き
な
く
な
り
ま
す
。 

　

7
月
中
に
新
し
い
保
険
証
を
交
付
し
ま
す
の
で
お
手
元

に
届
き
ま
し
た
ら
8
月
1
日
か
ら
は

桃
色
の
保
険
証
を

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

○
新
し
い
保
険
証
の
有
効
期
限
は
平
成　

年
7
月　

日
迄

31

31

　

で
す
。 

○
紛
失
し
た
時
や
汚
れ
た
時
は
再
交
付
し
ま
す
の
で
役
場

　

保
健
福
祉
課
国
保
係
へ
申
し
出
く
だ
さ
い
。

減
額
認
定
証
（
限
度
額
適
用
・ 

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
）
も
新
し
く
な
り
ま
す

　

現
在
ご
使
用
の
減
額
認
定
証
の
有
効
期
限
が
平
成　

年
30

7
月　

日
を
も
っ
て
満
了
と
な
る
た
め
、8
月
以
降
は
使

31

用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。有
効
期
限
は
保
険
証
と
同
じ
く

1
年
間
で
す
。

　

引
き
続
き
交
付
対
象
に
該
当
す
る
方
は
7
月
中
に
減
額

認
定
証
を
交
付
し
ま
す
の
で
8
月
1
日
か
ら
は

水
色
の

減
額
認
定
証
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

新
た
に
必
要
と
な
る
方
は
下
記
の
交
付
要
件
に
該
当
す

る
こ
と
を
確
認
の
上
、役
場
保
健
福
祉
課
国
保
係
へ
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先　

役
場
保
健
福
祉
課
国
保
係 

 
☎
6
4
‐
3
3
1
3
】
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保健福祉課介護保険係からのお知らせ

　65歳以上の方の介護保険料は３年ごとに見直しされ、厚沢部町の介護サービスに必要な金額の一部を

保険料で賄っています。今回の見直しは制度改正による65歳以上の負担割合の引上げ、保険料の基準額と

所得判定額が変更となりました（下の表は65歳以上の方の今後３年間の介護保険料額を示しています）。

　皆さんにご負担いただく保険料は介護保険を運営するための大切な財源です。納期までに納付くださ

いますようご理解ご協力をよろしくお願いします。

☆問合せ先☆ 保健福祉センター内保健福祉課介護保険係（℡：64-3319）

旧年額保険料 
（月額）

年額保険料 
（月額）

保険料率対象となる方
所得
段階

28,600円
 （2,383円）

32,400円
 （2,700円）

基準額
×0.45

●生活保護を受けている方
●世帯全員が町民税非課税で老齢福祉年金を受けている方
●世帯全員が町民税非課税で、前年の合計所得金額＋
　課税年金収入額が80万円以下の方

第１
段階

47,700円
 （3,975円）

54,000円
 （4,500円）

基準額
×0.75

●世帯全員が町民税非課税で、前年の合計所得金額＋
　課税年金収入額が80万円超120万円以下の方

第２
段階

●世帯全員が町民税非課税で、前年の合計所得金額＋
　課税年金収入額が120万円超の方

第３
段階

57,200円
 （4,766円）

64,800円
 （5,400円）

基準額
×0.90

●世帯の誰かに町民税が課税されているが、本人は町民税　
　非課税で、前年の合計所得金額＋課税年金収入額が80万　
　円以下の方

第４
段階

63,600円
 （5,300円）

72,000円
 （6,000円）

基準額
●世帯の誰かに町民税が課税されているが、本人は町民税　
　非課税で、前年の合計所得金額＋課税年金収入額が80万　
　円を超える方

第５
段階

76,300円
 （6,358円）

86,400円
 （7,200円）

基準額
×1.20

●本人が町民税課税で、前年の合計所得金額が120万円未満　
　の方

第６
段階

82,600円
 （6,883円）

93,600円
 （7,800円）

基準額
×1.30

●本人が町民税課税で、前年の合計所得金額が120万円以上　
　200万円未満の方

第７
段階

95,400円
 （7,950円）

108,000円
 （9,000円）

基準額
×1.50

●本人が町民税課税で、前年の合計所得金額が200万円以上　
　300万円未満の方

第８
段階

108,100円
 （9,008円）

122,400円
 （10,200円）

基準額
×1.70

●本人が町民税課税で、前年の合計所得金額が300万円以上　
　の方

第９
段階

1.介護保険の仕組み

保険料が改定します保険料が改定します！！

　介護保険は、加入者（被保険者）に納付いただく保険

料と、国・道・町からの公費（税金）を財源に、介護や介護

予防が必要な被保険者にサービスを提供し、被保険者

自身とその家族を支えることを目的としています。

　サービスに掛かる費用は利用者の所得に応じて１～

２割（８月より１～３割）を負担いただき残りを公費と

保険料と半分ずつ負担する仕組みとなっています。

平成30年度介護保険料につい平成30年度介護保険料についてて

2.第１号と第２号の被保険者

　介護保険の加入者は、65歳以上の第１号被保険者と

40歳から64歳までの第２号被保険者に分かれます。

　65歳の誕生日を迎え第１号被保険者になると、介護

保険料の納め方が変わり、医療保険とは別に１人ひと

りが直接町へ納めていただくようになります。第１号

被保険者としての介護保険料の納入は65歳になった月

（誕生日の前日に属する月）分から始まります。なお、第

１号被保険者の介護保険料は、世帯の課税状況と本人

の所得等に応じて決められており、３年毎に保険料額

の見直しが行われ、今年度改定されました（下表参照）。

　また、第２号被保険者の場合は、加入している医療保

険の保険料に合わせて介護保険料を納めていただきま

す。
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保
育
所
運
動

保
育
所
運
動
会会

心
の
成
長
実
感

心
の
成
長
実
感
しし

感
動
の
フ
ィ
ナ
ー

感
動
の
フ
ィ
ナ
ー
レレ

　

６
月　

日　

、今
年
で
最
後
と
な
る
厚
沢
部
保
育
所

16

（土）

運
動
会
が
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、会
場
に
集
ま
っ

た
保
護
者
や
祖
父
母
は
練
習
の
成
果
を
出
そ
う
と
一
所

懸
命
取
り
組
む
保
育
所
児
に
大
き
な
声
援
を
送
っ
て
い

ま
し
た
。１
歳
児
の『
か
け
っ
こ
』で
は「
走
れ
～
」の
応

援
に
も
動
じ
る
こ
と
な
く
マ
イ
ペ
ー
ス
に
歩
く
女
の
子

に
会
場
中
は
爆
笑
。５
歳
児
の『
そ
れ
い
け
☆
消
防
士
』

で
は
ボ
ー
ル
を
投
げ
て
も
倒
れ
な
い
的
に
涙
を
流
す
女

の
子
に
は
会
場
中
が
大
声
援
。笑
い
あ
り
涙
あ
り
会
場

１
つ
に
な
っ
た
感
動
的
な
運
動
会
と
な
り
ま
し
た
。な

お
、館
と
鶉
保
育
所
は
６
月　

日　

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

23

（土）
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老
人
ク
ラ
ブ
運
動

老
人
ク
ラ
ブ
運
動
会会

中
学
生
に
元
気
貰

中
学
生
に
元
気
貰
いい

ハ
ッ
ス

ハ
ッ
ス
ルル
ハ
ッ
ス

ハ
ッ
ス
ルル

　

６
月　

日　

、町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会（
谷
口
清
利
会

20

（水）

長
）主
催『
第　

回
町
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
』が
総
合

41

体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。参
加
し
た　

老
人
ク
ラ

16

ブ
会
員　

名
は
４
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
対
戦
。高
齢
者

234

が
楽
し
み
な
が
ら
体
を
動
か
せ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
た

　

の
競
技
で
得
点
を
競
い
ま
し
た
。今
年
の
大
会
に
は

13厚
沢
部
中
学
校
３
年
生　

名
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
。

32

昼
休
み
に
は
高
齢
者
と
と
も
に
厚
沢
部
音
頭
や
フ
ォ
ー

ク
ダ
ン
ス
を
踊
る
な
ど
交
流
を
深
め
、生
徒
た
ち
は
高

齢
者
の
方
々
と
の
触
れ
合
い
を
通
し
て
、前
向
き
な
姿

勢
や
声
掛
け
の
大
切
さ
な
ど
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

▲厚沢部・木村進之助主将が「日頃支えてくれる指導者や仲間達に感謝
　し練習の成果を発揮できるよう正々堂々戦います」と選手宣誓

全
道
ま
で
あ
と
１

全
道
ま
で
あ
と
１
勝勝

厚
沢
部
野
球
少
年

厚
沢
部
野
球
少
年
団団

強
豪
北
檜
山
に
惜

強
豪
北
檜
山
に
惜
敗敗

　

６
月　

日　

・　

日　

の
２
日
間
、第　

回
ホ
ク
レ
ン

23

（土）

24

（日）

36

旗
争
奪
兼
第　

回
ス
タ
ル
ヒ
ン
杯
争
奪
少
年
軟
式
野
球

39

檜
山
支
部
予
選
大
会
が
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ

れ
、
厚
沢
部
ス
ラ
ッ
ガ
ー
ズ
少
年
団
の
ほ
か
管
内
８

チ
ー
ム
が
出
場
。全
道
大
会
の
切
符
を
か
け
て
熱
戦
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。
厚
沢
部
少
年
団
は
１
回
戦
で
上
ノ

国
少
年
団
に　

対
０
で
勝
利
。準
決
勝
で
は
昨
年
の
覇

13

者
・
北
檜
山
少
年
団
に
１
対
２
で
敗
北
。惜
し
く
も
３
位

と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
厚
沢
部
少
年
団
に
勝
利
し
た
北

檜
山
ラ
ウ
ド
ネ
ス
が
優
勝
を
収
め
全
道
大
会（
８
月
４

日
よ
り
札
幌
市
で
開
催
）の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

▲高齢者も中学生もお互いに元気と刺激をもらっていました。

▲最後の最後まで児童も保護者も保育士も全力で取り組んでいました。

6
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▲現場で協議し即作業！建築のプロがなせる早業！！

い
つ
ま
で

い
つ
ま
で
もも

住
み
慣
れ
た
家

 
住
み
慣
れ
た
家
でで

快
適
快
適
にに

　

５
月　

日　

、町
建
築
技
能
者
協
会（
只
野
勲
会
長
）

25

（金）

の
会
員
８
名
は
高
齢
者
宅
の
安
全
性
と
快
適
性
を
高
め

る
た
め
町
社
会
福
祉
協
議
会（
山
畔
清
悦
会
長
）が
選
ん

だ
４
軒
の
お
宅
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
修
繕
し
ま
し
た
。

手
す
り
の
設
置
を
依
頼
し
た
板
坂
ト
キ
ヱ
さ
ん（　

歳
・

90

社
の
山
）は「
こ
れ
ま
で
は
靴
を
履
く
の
に
難
儀
し
て
い

た
が
手
す
り
を
設
置
し
て
も
ら
い
便
利
に
な
っ
た
」と

笑
顔
。踏
み
台
を
依
頼
し
た
進
藤
美
津
子
さ
ん（　

歳
・

81

鶉
町
）は「
踏
み
台
の
お
か
げ
で
生
活
が
楽
に
な
っ
た
」

と
大
変
喜
ん
で
い
ま
し
た
。な
お
、修
繕
に
掛
か
っ
た
材

料
費
は『
赤
い
羽
根
共
同
募
金
』か
ら
助
成
さ
れ
ま
す
。

道
南
う
み
街
信
金

道
南
う
み
街
信
金
がが

道
南
杉
ベ
ン
チ

道
南
杉
ベ
ン
チ
をを

道
の
駅
に
寄

道
の
駅
に
寄
贈贈

　

６
月
５
日　

、道
南
う
み
街
信
用
金
庫
厚
沢
部
支
店

（火）

（
山
田
和
之
支
店
長
）は
、道
南
産
の
杉
を
用
い
て
作
製

し
た
ベ
ン
チ
１
脚
を『
道
の
駅
あ
っ
さ
ぶ
』に
寄
贈
し
ま

し
た
。道
南
産
杉
の
ベ
ン
チ
寄
贈
は
地
域
貢
献
活
動
の

一
環
と
し
て
始
め
ら
れ
今
回
で
６
年
目
と
な
り
ま
す
。

ベ
ン
チ
贈
呈
式
で
道
の
駅
あ
っ
さ
ぶ
を
管
理
す
る
素
敵

な
過
疎
づ
く
り
㈱
森
稔
彦
室
長
は「
こ
れ
か
ら
の
季
節

は
道
の
駅
あ
っ
さ
ぶ
へ
の
来
館
者
が
増
え
、外
で
ソ
フ

ト
ク
リ
ー
ム
を
食
べ
な
が
ら
歓
談
す
る
光
景
が
多
く
見

ら
れ
る
。椅
子
を
増
や
し
た
い
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ

で
あ
り
大
変
あ
り
が
た
い
」と
感
謝
し
て
い
ま
し
た
。

▲「大きく育ってね」と優しく語りかけながら稚アユを放流

稚
ア
ユ
放
流
で
学

稚
ア
ユ
放
流
で
学
ぶぶ

森
・
川
・
海
で
ひ
と

森
・
川
・
海
で
ひ
と
つつ

綺
麗
な
川
を
永
遠

綺
麗
な
川
を
永
遠
にに

　

６
月　

日　

、
町
河
川
資
源
保
護
振
興
会（
坂
本
和
晃

18

（月）

会
長
・
会
員　

名
）
は
国
保
病
院
裏
手
の
河
川
敷
で
体
長

49

　
　

程
の
稚
ア
ユ
を
厚
沢
部
小
学
校
（
小
助
川
浩
校
長
）

10
cm

４
年
生　

名
と
と
も
に
厚
沢
部
川
へ
放
流
し
ま
し
た
。

14

稚
ア
ユ
の
放
流
体
験
は
「
厚
沢
部
川
の
資
源
を
守
り
育

も
う
」
と
厚
沢
部
小
４
年
生
の
総
合
学
習
と
し
て
毎
年

行
わ
れ
て
お
り
、
放
流
前
に
は
坂
本
会
長
か
ら「
綺
麗
な

川
で
は
い
ろ
い
ろ
な
生
き
物
が
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
、

人
間
も
た
く
さ
ん
の
自
然
の
贈
り
物
を
も
ら
う
こ
と
が

で
き
る
。自
然
を
汚
す
こ
と
な
く
大
切
に
し
て
欲
し
い
」

と
の
説
明
が
あ
り
、児
童
は
真
剣
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

▲道南うみ街信用金庫厚沢部支店・山田和之支店長（右）より贈呈
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“保護者も必死に運動会を盛り上げる”

▲

（
厚
沢
部
小
学
校
）
Ｐ
Ｔ
Ａ
綱
引
き

▲（
館
小
学
校
）
Ｐ
Ｔ
Ａ
綱
引
き

▲（
館
小
学
校
）４
色
の
力
で
ゴ
ー
ル
に
む
か
え

▲

（
鶉
小
学
校
）Ｆ
１
グ
ラ
ン
プ
リ
鶉
２
０
１
８

３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校ででででででででででででででででででででで運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会ををををををををををををををををををををを開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催

6
月
3
日　
（日）

厚
沢
部
・
館
・
鶉
小
学
校
で

一
斉
に
運
動
会
を
開
催

主
役
は

も
ち
ろ
ん
小
学
生

し
か
し　

そ
の
脇
に
は

運
動
会
を
盛
り
上
げ
る

保
護
者
た
ち
の
姿
が
あ
っ
た

▲

（
厚
沢
部
小
学
校
）厚
小
ソ
ー
ラ
ン
２
０
１
８「
Ｃ
ｏ
ｌ
ｏ
ｒ
ｓ
」

8

真
っ
青
な
晴
天
の
下

　

第
1
回
厚
沢
部
中
学
校
体
育
祭

が
5
月　

日　

、
真
っ
青
な
晴
天

27

（日）

の
下
、
同
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
新
た
な
伝
統
を
創
る
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
日
々
頑
張
っ
て
い

る
皆
さ
ん
の
こ
と
が
誇
ら
し
い
。

3
年
生
が
率
先
し
て
行
動
し
笑
顔

で
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
の
努
力

が
今
日
の
青
空
に
つ
な
が
っ
た
。

最
後
ま
で
勝
利
を
喜
び
悔
し
が
り

み
ん
な
で
１
つ
に
な
っ
て
第
１
回

の
厚
中
体
育
祭
の
伝
統
を
刻
ん
で

欲
し
い
」
と
塩
﨑
校
長
が
挨
拶
。

生
徒
会
長
の
太
田
優
吾
く
ん
は

「
『
革
進
～
新
た
な
歴
史
を
創
れ
開

拓
者
た
ち
～
』
の
テ
ー
マ
の
も
と

3
年
生
を
中
心
に
全
校
生
徒　

名
86

が
ま
と
ま
り
取
り
組
ん
で
き
た
。

僕
た
ち
が
厚
沢
部
中
学
校
1
年
目

の
開
拓
者
と
し
て
新
た
な
歴
史
を

創
り
次
に
つ
な
が
る
体
育
祭
に
な

る
よ
う
最
後
ま
で
楽
し
も
う
」
と

全
校
生
徒
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

開
会
式
の
後
、
白
軍
（
渡
辺
龍

空
団
長
）
と
紅
軍
（
鈴
谷
僚
平
団

長
）
の
気
合
い
の
入
っ
た
応
援
合

戦
が
行
わ
れ
競
技
開
始
。
革
進
の

テ
ー
マ
に
相
応
し
い
見
応
え
あ
る

競
技
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

※
関
連
記
事
を
最
終
頁
に
も
掲
載

第
１
回
『
厚
沢
部
中
学
校
体
育
祭
』
を
開
催

「
上
を
見
ま
し
ょ
う

真
っ
青
で
す
ね

校
長
先
生
は

皆
さ
ん
の
こ
と
が

誇
ら
し
い

こ
れ
ま
で
の
頑
張
り
が

今
日
の
青
空
に

つ
な
が
っ
た
の
で
し
ょ
う
」

▲▲紅軍・白軍の応援合戦
▼初めての体育祭を創りあげた３年生の学年旗
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「
太
田
監
督
は
最
高
の
指
導
者
だ

よ
！
」
と
伊
勢
班
長
が
口
を
開
く

と
メ
ン
バ
ー
は
う
な
ず
き
笑
う
。

終
始
明
る
い
伊
勢
班
長
が
「
大
会

に
出
場
で
き
る
の
も
家
族
や
勤
務

先
の
理
解
あ
っ
て
こ
そ
。
そ
の
た

め
に
も
署
員
と
一
丸
と
な
っ
て
全

道
の
頂
点
を
目
指
す
」と
語
っ
た
。

突
如
出
た『
優
勝
宣
言
』。し
か
し
、

リ
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
で
は
な
い
。
伊

勢
班
長
は
訓
練
の
合
間
合
間
に
自

分
の
動
作
や
操
作
を
反
復
練
習
。

こ
の
姿
勢
が
チ
ー
ム
力
向
上
に
直

結
し
て
い
る
。
勤
務
先
の
天
満
正

博
社
長
は
「
訓
練
の
疲
れ
も
見
せ

ず
仕
事
に
励
ん
で
い
る
。
全
道
大

会
出
場
は
誰
し
も
が
出
来
る
こ
と

で
は
な
い
名
誉
な
こ
と
。
社
員
一

同
応
援
し
て
い
る
」と
激
励
し
た
。

「
き
つ
い
！
」
と
仰
向
け
に
な
る

福
島
班
長
と
丹
保
団
員
。
１
回
の

訓
練
で
約　

ｍ
を
福
島
班
長
が
4

50

往
復
、
丹
保
団
員
が
2
往
復
走
る
。

丹
保
団
員
は
2
つ
目
の
標
的
を
放

水
で
落
と
す
役
割
が
あ
る
た
め
よ

り
ス
ピ
ー
ド
と
節
度
が
求
め
ら
れ

る
。「
何
度
も
練
習
し
た
い
け
ど
体

力
的
に
き
つ
い
。
け
ど
大
会
で
後

悔
し
た
く
な
い
か
ら
集
中
し
て
精

一
杯
練
習
す
る
」と
口
を
揃
え
る
。

厚
沢
部
保
育
所
で
働
く
丹
保
団
員

の
妻
・
沙
知
子
さ
ん
は
「
仕
事
で

遅
い
時
と
か
旦
那
に
は
協
力
し
て

も
ら
っ
て
い
る
の
で
今
回
は
私
が

旦
那
を
全
面
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

だ
か
ら
優
勝
し
て
欲
し
い
！
」
と

愛
と
ム
チ
の
言
葉
が
贈
ら
れ
た
。

伊
勢
班
長
と
丹
保
団
員
が
行
う
放

水
操
作
。
放
水
瞬
間
の
圧
は
相
当

な
も
の
。
ホ
ー
ス
を
適
切
に
配
置

し
な
け
れ
ば
暴
れ
馬
の
よ
う
に
跳

ね
上
が
る
。
そ
の
圧
を
少
し
で
も

軽
減
す
る
た
め
三
上
団
員
が
微
妙

な
感
覚
で
ポ
ン
プ
機
械
を
操
作
す

る
。「
最
初
は
不
安
ば
か
り
だ
っ
た

け
ど
家
族
や
仲
間
の
支
え
が
あ
り

こ
こ
ま
で
き
た
。
大
会
で
は
仲
間

を
支
え
る
た
め
頑
張
る
」
と
話
す
。

濱
谷
団
員
も
「
自
分
の
出
来
る
仕

事
を
し
っ
か
り
こ
な
し
仲
間
を
支

え
て
い
く
」
と
。
メ
ン
バ
ー
で
唯

一
2
回
目
の
出
場
と
な
る
池
田
部

長
は
「
良
い
仲
間
に
恵
ま
れ
た
。

訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
入
賞
を
目

指
し
た
い
」と
控
え
め
に
話
し
た
。

昭
和　

年
大
会
で
優
勝
し
た
川
村

62

英
樹
副
分
団
長
は
「
訓
練
は
き
つ

か
っ
た
け
ど
仲
間
同
士
が
支
え
合

い
当
日
最
高
の
出
来
だ
っ
た
」
と
。

「
全
道
大
会
で
最
高
の
笑
顔
を
！
」

↑↑

頂
点
へ
の

挑戦

10

 
「
集
ま
れ
！
」

　

指
揮
者
の
池
田
誠
部
長（　

歳
・

45

㈱
つ
う
け
ん
ア
ク
テ
ィ
ブ
勤
務
）

の
号
令
に
1
番
員
の
伊
勢
悟
班
長

（　

歳
・
道
南
測
量
設
計
㈱
）、

46
2
番
員
の
丹
保
良
太
団
員（　

歳
・

28

厚
沢
部
林
産
工
業
㈱
）、3
番
員
の

福
島
孝
班
長
（　

歳
・
㈲
渋
田
産

37

業
）、
4
番
員
の
三
上
泰
明
団
員

（　

歳
・
㈲
丸
石
石
塚
商
会
）
、

36
補
助
員
の
濱
谷
厚
志
団
員
（　

歳
・

44

檜
山
介
護
サ
ー
ビ
ス
）
は
一
糸
乱

れ
ぬ
動
作
で
綺
麗
に
整
列
し
た
。

 
「
厚
沢
部
町
消
防
団
た
だ
い
ま
か

ら
ポ
ン
プ
車
操
法
を
開
始
し
ま

す
。
火
点
は
前
方
の
標
的
（
2
的
）。

水
利
は
ポ
ン
プ
車
右
側
後
方
防
火

水
槽
、
手
び
ろ
め
に
よ
る
2
重
巻

き
ホ
ー
ス
1
線
延
長
。
乗
車
！
」

と
指
揮
者
が
号
令
し
ポ
ン
プ
車
に

乗
車
。
そ
の
後
、　

ｍ
先
の
2
つ

53

の
標
的
に
向
け
ホ
ー
ス
を
担
い
で

何
往
復
も
走
る
者
、
吸
管
伸
長
す

る
者
、
ポ
ン
プ
機
械
を
操
作
す
る

者
、
放
水
す
る
者
等
、
そ
れ
ぞ
れ

が
役
割
を
こ
な
す
。
ポ
ン
プ
車
操

法
と
は
放
水
に
よ
り
標
的
を
落
と

す
所
要
時
間
の
ほ
か
節
度
あ
る
動

作
が
審
査
さ
れ
乱
れ
る
と
減
点
。

た
だ
闇
雲
に
早
け
れ
ば
い
い
と
い

う
も
の
で
は
な
い
。
ス
ピ
ー
ド
と

体
力
、
操
作
要
領
、
節
度
等
が
求

め
ら
れ
る
難
解
な
競
技
で
あ
る
。

「
最
初
の
2
ｍ
の
移
動
。
そ
の
際

の
手
指
の
所
作
。
こ
れ
ま
で
に
5

0
0
回
以
上
は
訓
練
し
て
い
る
」

と
指
導
を
担
当
す
る
厚
沢
部
消
防

署
・
太
田
稔
久
司
令
補
は
話
す
。

決
し
て
物
覚
え
が
悪
い
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
。
大
会
で
求
め
ら
れ

る
レ
ベ
ル
は
高
く
メ
ン
バ
ー
も
妥

協
を
し
な
い
。
精
度
を
高
め
る
た

め
時
間
が
許
す
限
り
訓
練
を
繰
り

返
し
て
い
た
。「
当
初
こ
ん
な
に
も

一
生
懸
命
訓
練
す
る
と
は
思
っ
て

い
な
か
っ
た
。
み
ん
な
意
識
が
高

く
勉
強
熱
心
。
昨
日
出
来
て
い
な

か
っ
た
こ
と
が
次
の
日
出
来
て
い

た
り
、
こ
う
い
う
や
り
方
は
ど
う

だ
ろ
う
と
提
案
し
て
く
る
。
そ
の

姿
勢
を
見
て
我
々
署
員
も
全
力
で

サ
ポ
ー
ト
し
な
け
れ
ば
」
と
太
田

司
令
補
。
実
際
1
つ
の
訓
練
が
終

わ
る
度
、
団
員
と
署
員
が
熱
心
に

話
し
合
い
次
に
生
か
し
て
い
た
。

「
他
の
消
防
団
と
比
べ
れ
ば
平
均

年
齢
は
高
く
幅
も
あ
る
。
し
か
し
、

チ
ー
ム
の
雰
囲
気
は
良
い
。
最
年

長
・
伊
勢
さ
ん
口
動
（
行
動
）
の

お
陰
か
な
」
と
教
え
て
く
れ
た
。

　

地
域
の
防
災
・
安
全
を
守
る
厚
沢
部
町
消
防
団（
木
村
秀
喜
団
長
）。団
員
1
0
5
名
の
中
か
ら
抜
擢
さ
れ
た
6
名

が
平
成　

年
度
北
海
道
消
防
操
法
訓
練
大
会（
7
月　

日　

・
江
別
市
開
催
）に
檜
山
管
内
代
表
と
し
て
出
場
す
る
。

30

20

（金）

厚
沢
部
町
消
防
団
と
し
て
は
4
回
目
の
出
場
。昭
和　

年
に
は
優
勝
し
た
実
績
も
あ
る
。レ
ベ
ル
の
高
い
全
道
大
会

62

で
好
成
績
を
収
め
る
べ
く
強
化
訓
練
を
始
め
て
早
4
カ
月
。大
会
ま
で
1
カ
月
を
切
り
訓
練
は
ハ
ー
ド
を
極
め
る
。

町
を
代
表
し
出
場
す
る
6
人
の
精
鋭
と
6
人
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
消
防
署
員
や
職
場
の
上
司
、家
族
に
話
を
聞
い
た
。

↑↑

厚沢部町消防団

全道大会に挑む６人の決意
「家族や同僚、仲間の協力のお陰。そのためにも…」

▲（前列左から）池田指揮者、伊勢１番員、三上４番員、（後列左から）丹保２番員、福島３番員、濱谷補助員

特

集
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活
性
化
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

だ
よ
り

に
ん
に
く
の
生
育
経
過
報
告

　

農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、

生
産
量
が
減
少
し
て
い
る『
に
ん

に
く
』の
栽
培
を
行
っ
て
い
ま
す
。

3
年
前
に
種
子
球
を
導
入
し
、生

育
状
況
調
査
と
収
量
調
査
を
継
続

し
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
内
の
に
ん
に
く
栽
培
は

以
前
、道
東
の
常
呂
町
な
ど
で
も

盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。し

か
し
、そ
の
後
は
面
積
が
漸
減
し
、

小
面
積
の
産
地
が
散
在
し
て
い
る

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。低
価
格

の
外
国
産
に
ん
に
く
で
は
な
く
、

多
少
価
格
は
高
く
て
も
、高
品
質

で
安
心
し
て
利
用
で
き
る
国
産
の

要
望
度
は
高
い
と
思
い
ま
す
。

　

に
ん
に
く
は
、種
球
の
確
保
が

第
1
の
ハ
ー
ド
ル
に
な
り
ま
す
。

　

a
あ
た
り
2
0
0
か
ら
2
4
0

10
　

も
必
要
で
す
。そ
れ
か
ら
得
ら

kgれ
る
収
量（
基
準
収
量
）は
1
，0

0
0　

で
種
球
が
大
切
に
な
り
ま

kg

す
。収
穫
後
の
乾
燥
処
理
や
植
え

付
け
に
多
く
の
労
力
を
必
要
と

し
、そ
の
た
め
産
地
が
で
き
に
く

い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

新
規
作
物
の
導
入
は
、品
質
の

高
い
安
定
し
た
収
穫
物
が
で
き
る

こ
と
、出
荷
量
が
ま
と
ま
っ
て
い

る
こ
と
と
併
せ
て
出
荷
先
の
確
保

が
前
提
と
な
り
ま
す
。

　

厚
沢
部
町
に
お
け
る
導
入
事
例

は
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
が
候
補
品
目

と
し
て
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。

【
専
門
員　

川
村　

榮
一
】

　

国
民
年
金
保
険
料
が
免
除　
！？

　

国
民
年
金
は
所
得
が
少
な
い
時

や
失
業
等
に
よ
り
保
険
料
を
納
付

す
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な
場

合
、『
保
険
料
の
免
除
』を
申
請
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

『
免
除
』に
は
全
額
免
除
の
ほ
か

保
険
料
の
4
分
の
3
、半
額
、4
分

の
1
が
免
除
と
な
る
一
部
免
除
、

若
年
者（　

歳
未
満
）納
付
猶
予
、

50

学
生
納
付
特
例
が
あ
り
ま
す
。

　

過
去
分
の
国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
が
受
け
ら
れ
る
期
間
は
、申

請
時
点
の
2
年
1
ヵ
月
前
の
月
分

ま
で
で
す
。

　

申
請
が
遅
れ
る
と
、万
が
一
の

際
に
障
害
年
金
等
を
受
け
取
れ
な

い
場
合
や
失
業
等
の
特
例
免
除
が

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、速
や
か
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

　

申
請
期
間
に
対
応
す
る
前
年
所

得
に
基
づ
き
審
査
を
行
い
ま
す
の

で
、免
除
が
承
認
さ
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、全
額
免
除
と
一
部
免
除

は
、
配
偶
者
及
び
世
帯
主
、若
年
者

納
付
猶
予
は
配
偶
者
に
つ
い
て
も

所
得
審
査
を
行
い
ま
す
。
配
偶
者

や
世
帯
主
が
失
業
等
に
該
当
す
る

場
合
も
免
除
を
受
け
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

★
問
合
せ
先　

住
民
年
金
係

　

☎
6
4
‐
3
3
1
3

年
金
請
求
書
の
手
続
き
漏
れ　
？！

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
の

に
必
要
な
期
間
（
受
給
資
格
期
間
）

が
昨
年
度
よ
り　

年
か
ら　

年
に

25

10

短
縮
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、こ
れ
ま

で
に
対
象
と
な
る
方
に
黄
色
の
封

筒（　

サ
イ
ズ
）を
お
届
け
し
て
い

A4

ま
す
。

　

ま
だ
請
求
手
続
き
を
さ
れ
て
い

な
い
方
は
今
す
ぐ
年
金
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
0
5
7
0
‐
0
5
‐
1
1
6
5
）

に
電
話
を
し
、予
約
の
上
、
年
金
事

務
所
に
て
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

ね
ん
き
ん
講
座
講
座

保
険
料
の
免
除
と
請
求
手
続
き
に
つ
い
て

▲生育状況（5月28日撮影）▲球の肥大状況（収穫まで1カ月）

　

町
内
に
は
、
厚
沢
部
小
・
鶉
小
・

館
小
学
校
3
校
と
厚
沢
部
中
学
校

1
校
の
計
4
校
が
あ
り
児
童
生
徒

2
5
2
名
、教
職
員　

名
が
通
っ

63

て
い
ま
す
。（
5
月
1
日
現
在
）

「
子
ど
も
た
ち
は
『
マ
チ
の
宝
』」

「
学
校
は『
マ
チ
の
活
力
の
源
』
」

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、町
内

小
中
学
校
の
取
組
や
児
童
生
徒
の

頑
張
り
を
発
信
す
る
た
め
各
学
校

教
職
員
ら
の
協
力
の
下
、6
月
1

日
よ
り『
学
校
ブ
ロ
グ
』
を
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。「
素
敵
な
過
疎
の
ま

ち
づ
く
り
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
小
中
学
校
」。
魅
力
的
な
人
づ

く
り
に
向
け
た
日
々
の
取
組
や
活

動
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://www．town.assabu.lg.jpにアクセスを

町
内
小
中
学
校
の
活
動
を 

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発
信

12

「
敷
居
が
高
い
」
と
思
う
こ
と
は
当

た
り
前
で
す
。

　

し
か
し
、少
し
で
も
疑
問
に

思
っ
た
の
で
あ
れ
ば
法
テ
ラ
ス
江

差
へ
遠
慮
無
く
ご
連
絡
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

そ
の
電
話
が
き
っ
か
け
で
問
題
が

解
決
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。相

談
い
た
だ
い
た
と
し
て
も
依
頼
を

強
制
す
る
こ
と
は
い
た
し
ま
せ

ん
。

　

ま
た
、
依
頼
を
受
け
る
前
に
は
、

費
用
な
ど
の
こ
と
も
で
き
る
限
り

説
明
い
た
し
ま
す
。
無
料
で
ご
相

談
に
応
じ
ら
れ
る
場
合
も
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
ま
ず
は
お
電
話
を
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

な
お
、
事
前
に
ご
連
絡
い
た
だ

け
れ
ば
、
土
日
の
ご
相
談
に
も
対

応
い
た
し
ま
す
し
、
ご
相
談
ま
で

ス
ム
ー
ズ
に
対
応
で
き
ま
す
。

★
0
5
0
‐
3
3
8
3
‐
5
5
6
3

【
法
テ
ラ
ス
江
差

弁
護
士　

加
地
彰
吾
】

法
テ
ラ
ス
江
差
通
信
通
信

疑
問
に
思
っ
た
ら
相
談
を

81

　

南
檜
山
も
暑
い
で
す
ね
。生
ま

れ
故
郷
の
四
国
と
同
じ
く
ら
い
暑

い
で
す
。
少
し
歩
く
だ
け
で
額
か

ら
汗
が
流
れ
て
止
ま
り
ま
せ
ん
。

私
が
江
差
に
赴
任
し
て
か
ら
早
半

年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

時
間
が
過
ぎ
る
の
は
早
い
で
す
。

　

た
だ
、
時
間
が
過
ぎ
て
良
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、悪
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
一
般
的
な
話
で
す
が
、

法
律
の
問
題
は
、時
間
が
経
つ
と

解
決
が
困
難
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
ず
、
時
間
が
経
つ
と
書
類
な

ど
の
証
拠
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。ま
た
、
問
題
が
発
生
し
た
時

に
は
関
係
者
が
問
題
の
こ
と
を
覚

え
て
い
た
と
し
て
も
時
間
が
経
つ

と
人
の
記
憶
は
曖
昧
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。ま
た
、
前
回
お
話
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
相
続
放
棄
の
よ

う
に
、法
律
で
期
間
が
定
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

法
律
や
裁
判
と
何
の
関
係
も
無

く
生
活
し
て
い
る
人
た
ち
に
と
っ

て
、弁
護
士
や
法
律
事
務
所
は
、

あ
っ
さ
ぶ
のの
昔
のの
話
題題

役
場
庁
舎
い
ま
む
か
し　

そ
の
３

　

役
場
庁
舎
の
変
遷
を
年
代
別
に
整
理
し
ま
し
た
。

　

写
真
①
は
昭
和　

年
以
前
ま
で
使
わ
れ
て
い
た
役
場
庁
舎
で
す
。

25

　

写
真
②
が
昭
和　

年
の
火
災
で
焼
け
た
役
場
庁
舎
で
す
。短
期
間
で

29

焼
け
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
惜
し
ま
れ
る
モ
ダ
ン
で
美
し
い
建
築
で
す
。

　

写
真
③
は
昭
和　

年
に
再
建
さ
れ
た
役
場
庁
舎
で
す
。昭
和　

年
ま

30

50

で
使
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、現
在
使
用
し
て
い
る
役
場
庁
舎
が
4
代
目
と
な
り
ま
す
。

▲写真②）昭和29年の火災で焼失した２代目役場庁舎。多くの公文書
　が焼けてしまったことが厚沢部町史『桜鳥』編集のきっかけとなり
　ました。

▲写真③）昭和50年まで使われていた３代目役場庁舎。記憶されている方も多い
　庁舎です。焼失した庁舎とよく似た外観です。

▲写真①）初代役場庁舎。明治の建築と思わ
　れます。写真は戦後間もない昭和20年頃
　に撮影されたものです。

Vol.
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増
崎
隊
員
が
４
月
に
着
任

　

厚
沢
部
町
の
皆
様
、は
じ
め
ま

し
て
。4
月
か
ら
地
域
お
こ
し
協

力
隊（
新
規
就
農
研
修
生
）と
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
増
崎
圭
太
朗

（　

歳
・
本
町
）で
す
。

40

　

私
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
、簡
単
に
自
己
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

大
阪
出
身
の
私
は
、厚
沢
部
に

来
る
ま
で
は
東
京
に　

年
間
住
み

13

証
券
会
社
に
勤
務
し
て
日
本
橋
や

大
手
町
で
働
い
て
い
ま
し
た
。身

長
は　
　

で
体
重　
　

く
ら
い
、

185
cm

75
kg

家
の
周
辺
を
歩
い
て
い
る
時
は

ジ
ャ
ー
ジ
に
帽
子
を
被
っ
て
い
ま

す
。夕
方
、飼
っ
て
い
る
プ
ー
ド
ル

の
散
歩
が
て
ら
厚
沢
部
小
学
校
ま

で
子
ど
も
の
お
迎
え
を
し
て
い
ま

す
。も
し
見
か
け
た
ら（
怖
が
ら

ず
・・
・
）声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

趣
味
は
マ
ラ
ソ
ン

　

小
学
生
の
時
は
、ス
イ
ミ
ン
グ

ス
ク
ー
ル
や
ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル

に
通
っ
て
い
ま
し
た
。

　

中
学
に
入
っ
て
か
ら
は
、特
に

体
を
動
か
す
こ
と
な
く
受
験
勉
強

を
し
て
い
ま
し
た
。あ
ま
り
に
も

退
屈
だ
っ
た
の
で
ゴ
ル
フ
部
を

作
っ
て
先
生
や
友
達
と
練
習
し
て

い
ま
し
た
。

　

高
校
の
時
は
ラ
グ
ビ
ー
部
で
の

活
動
が
生
活
の
中
心
と
な
り
、大

学
で
は
サ
ー
ク
ル
で
ラ
グ
ビ
ー
し

な
が
ら
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

　

今
で
は
東
京
マ
ラ
ソ
ン
を
走
っ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
走
る
こ
と

が
趣
味
に
な
っ
て
い
ま
す
。（
函
館

マ
ラ
ソ
ン
に
出
場
。結
果
は　

）
!?

図書館
新　書
情   報

お
す
す
め
図
書

　

７
月
、
夏
で
す
ね
。

　

海
の
日
も
あ
り
、
涼
し
く
な
り
た
い
こ
の
季
節
。

　

今
月
号
で
は
、
オ
バ
ケ
が
登
場
す
る
新
着
絵
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

新
規
就
農
に
向
け
研
修
中

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
の

活
動
は
、3
年
後
の
新
規
就
農
に

向
け
て
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ァ
ー
ム（
長

谷
川
博
紀
代
表
・
館
町
）で
研
修
を

受
け
て
い
ま
す
。今
後
、町
の
農
家

の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
、ご
指
導
い

た
だ
い
て
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

厚
沢
部
町
に
来
た
経
緯
な
ど
書

き
た
い
こ
と
は
沢
山
あ
り
ま
す
が

長
く
な
り
そ
う
な
の
で
、ま
た
の

機
会
に
。町
の
こ
と
、農
業
の
こ
と

な
ど
知
ら
な
い
こ
と
が
沢
山
あ
り

ま
す
の
で
、い
ろ
い
ろ
教
え
て
い

た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
新
規
就
農
研
修
生 
増
崎
圭
太
朗
】

　

●
厚
沢
部
町
図
書
館
で
は
、お
探
し
の
資
料
が
貸
出
中
の
場
合
、
予
約
を

　

承
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、道
立
図
書
館
か
ら
の
貸
出
や
リ
ク
エ
ス
ト
も

　

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先　

厚
沢
部
町
図
書
館
（
直
通
）☎
6
4
‐
3
4
3
6

「
こ
わ
め
っ
こ
し
ま
し
ょ
」

（
t
u
p
e
r
a

t
u
p
e
r
a  
著
）

　

「
ね
え
ね
え

　

こ
わ
め
っ
こ
し
よ
う
よ
！

　
 
な
い
た
ら 
ま
け
だ
よ
。

　

い
い
？
い
く
よ
！
」

　

『
に
ら
め
っ
こ
』
な
ら
ぬ

『
こ
わ
め
っ
こ
』　!?

　

出
て
く
る
こ
わ
～
い
オ
バ
ケ
た

ち
に『
泣
い
た
ら
負
け
よ
』の
逆
転

発
想
。

　

大
人
も
ビ
ッ
ク
リ
の
怖
い
絵
本
。

「
オ
バ
ケ
ド
リ
」

（
n
o
m
a
r
u  
著
）

　　

森
で
暮
ら
す
、
誰
に
も
見
る
こ
と

の
で
き
な
い
「
オ
バ
ケ
ド
リ
」。

　

あ
る
日
、３
羽
の
オ
バ
ケ
ド
リ
は

巣
か
ら
落
ち
た
鳥
の
卵
を
見
つ
け

て
育
て
る
こ
と
に
し
た
け
れ
ど
、か

え
っ
た
ヒ
ナ
に
も
オ
バ
ケ
ド
リ
の

姿
は
見
え
な
く
て
…
。

　

全
頁
が
布
で
描
か
れ
た
感
動
の

絵
本
。

続
・
協
力
隊
新
聞

笑
顔
で
あ
っ
さ
ぶ 
Ⅴ い

10Vol.
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奈 良 陽 子

ごめんください
保健師です

339

　

睡
眠
負
債
で
最
も
恐
ろ
し
い
の

は
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
そ
の
自
覚

を
も
っ
て
い
な
い
こ
と
で
す
。

　

睡
眠
不
足
と
は
思
わ
ず
、
自
覚

で
き
な
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
低

下
か
ら
仕
事
上
の
ミ
ス
を
犯
し
て

い
る
方
も
少
な
く
な
い
の
で
す
。

　

さ
ら
に
、慢
性
の
睡
眠
不
足
で

は
、肥
満
や
糖
尿
病
、高
血
圧
な
ど

の
生
活
習
慣
病
、う
つ
、が
ん
、将

来
の
認
知
症
発
症
な
ど
の
疾
病
リ

ス
ク
が
上
昇
す
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。逆
に
、１
日
７
～
８

時
間
の
睡
眠
を
と
っ
て
い
る
人
は

『
太
る
リ
ス
ク
が
少
な
い
』『
生
活

習
慣
病
の
リ
ス
ク
が
低
い
』『
寿
命

が
長
い
』こ
と
が
世
界
的
な
デ
ー

タ
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
考
え
る
と

十
分
な
睡
眠
は
心
身
の
健
康
を
保

つ
想
像
以
上
の
パ
ワ
ー
を
秘
め
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

寿
命
と
睡
眠
時
間
の
関
係
を
調

べ
た
大
規
模
な
調
査
で
は
、
睡
眠

時
間
が
７
～
８
時
間
の
人
が
最
も

死
亡
率
が
低
く
長
寿
で
あ
っ
た
と

の
報
告
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
米
国
立
睡
眠
財
団
に

よ
り
推
奨
さ
れ
て
い
る
睡
眠
時
間

が
左
の
図
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

 　

ま
た
、
必
要
な
睡
眠
時
間
は
個

人
差
が
大
き
く
、
性
別
や
年
齢
、

基
礎
代
謝
量
、
精
神
的
・
身
体
的

疲
労
度
な
ど
複
合
的
な
要
素
で
決

ま
り
ま
す
。

何
時
間
寝
る
と
よ
い
の
で
し
ょ
う
？

　

現
在
、
国
民
の
約　

％
が
「
睡

20

眠
で
休
養
が
十
分
に
と
れ
て
い
な

い
」
と
回
答
し
て
お
り
、
厚
沢
部

町
民
も
約　

％
が
同
様
の
回
答
を

20

し
て
い
ま
す
（
平
成　

年
度
国
保

29

特
定
健
診
質
問
票
よ
り
）。実
際
に

日
本
人
の
睡
眠
時
間
は
減
少
し
続

け
、
先
進
国　

ヵ
国
中
、
韓
国
に

26

次
い
で
下
か
ら
２
番
目
に
睡
眠
が

短
い
国
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

『
睡
眠
負
債
』
と
は
、
わ
ず
か
な

睡
眠
不
足
が
借
金
の
よ
う
に
膨
ら

み
生
活
の
質
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

の
低
下
を
も
た
ら
し
、
生
活
習
慣

病
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
疾
病

発
症
の
リ
ス
ク
を
上
昇
さ
せ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
、　

14

日
間
連
続
で
２
時
間
睡
眠
時
間
を

短
く
す
る
と
い
う
実
験
で
は
、
約

２
日
間
徹
夜
し
た
後
と
同
程
度
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
低
下
を
も
た
ら

す
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
分
に
必
要
な
１
日
の
睡
眠
時

間
を
計
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

決
ま
っ
た
時
間
に
起
き
る
必
要

の
な
い
日
が
３
～
４
日
続
く
よ
う

な
長
期
休
暇
な
ど
に
目
覚
ま
し
時

計
を
か
け
ず
部
屋
の
カ
ー
テ
ン
も

閉
め
っ
ぱ
な
し
に
し
自
然
に
目
が

覚
め
る
時
間
に
起
き
何
時
間
眠
っ

た
か
を
計
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

最
初
の
１
～
２
日
は
日
頃
の
睡
眠

不
足
を
解
消
し
よ
う
と
し
て
睡
眠

時
間
が
と
て
も
長
く
な
り
ま
す
が

３
～
４
日
目
に
は
自
分
に
と
っ
て

必
要
な
睡
眠
時
間
に
徐
々
に
落
ち

着
い
て
い
き
ま
す
（
な
か
な
か
そ

の
よ
う
な
機
会
を
確
保
で
き
な
い

と
は
思
い
ま
す
が
…
）
。

　

快
適
な
睡
眠
の
た
め
に
、
自
分

に
最
適
な
睡
眠
時
間
を
見
つ
け
て

日
々
の
睡
眠
リ
ズ
ム
を
整
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
！

「2017流行語大賞ベスト10に選ばれた

『睡眠負債』
という言葉をご存知ですか？」
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診 療 日診 療 科

午前　月～金曜日（午前11時迄の受付）整 形 外 科

午前　月～金曜日
午後　月曜日・金曜日循 環 器 内 科

午前10時まで受付  10.24日（受付完全予約制）
午前11時まで受付  22.30日（受付完全予約制）
午前11時30分まで受付　金曜日（再診のみ）
午後　水曜日と9.23日

消 化 器 内 科

午前　金曜日
午後　木曜日

呼 吸 器 内 科

午前　月～木曜日総合診療(内科)

午前　火～木曜日 （外科は13.27日）総合診療(外科)

午前　月～金曜日 （午後の受診は要相談）小 児 科

午前　月～金曜日
午後　水曜日泌 尿 器 科

午前　月～金曜日（初診完全予約制）精 神 科

午前　月～金曜日産 婦 人 科

午前　3.4.12.17.18.25.26.31日
午後　11.25日

耳 鼻 咽 喉 科

午前　12.26日（予約以外は10時迄に受付）
午後　4.18.25日眼 科

午前　火曜日皮 膚 科

　　　20.27日神 経 内 科

※診療日は予定であり、医師の出張などで変更する

　場合もあります。事前に病院へご確認ください。

※眼科診療は事前に予約していない方も診療日当日

　の予約に余裕があれば、受診が可能な場合もあり

　ますので、お問い合わせください。

〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎ババババババババババババババババババババススススススススススススススススススススののののののののののののののののののののごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内〔無料送迎バスのご案内〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕

午前・・・   8時30分～11時30分
午後・・・ 13時30分～15時00分

受  付
時  間

７月の外来診療

※予約受付時間（定期患者のみ）13時00分～16時00分

午前・・・18時00分～11時30分（初診の方は9時00分～）
午後・・・13時00分～14時30分

受付
時間

     国保病院と館・鶉地区を往復する無料送迎バスを

 下記のとおり運行していますので、ご利用ください。

　　　　　  停車場所　　　      　   出発時間

　　 ① 旧館診療所前　　　　　午前8時30分

　　 ② 館地域振興センター  午前8時30分過ぎ

　　 ③ 鶉学校前バス停　　　　午前8時50分

　　 ④ 鶉地区研修センター  午前8時50分過ぎ

　　 ⑤ 国保病院　　　　　　　午前9時10分

※帰路は利用者全員の診療が終わり次第出発します。

（帰路順：国保病院⇒館地区⇒鶉地区）

週週週週週週週週週週２２２２２２２２２２回回回回回回回回回回（（（（（（（（（（火火火火火火火火火火・・・・・・・・・・木木木木木木木木木木曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜日日日日日日日日日日週２回（火・木曜日）））））））））））運行日

行　

程

７月の外来診療

診 療 日診 療 科

  月～金曜日（祝祭日は休診）
内 科

外 科

３日（火）・４日（水）

17日（火）・18日（水）
眼 科 

北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院北海道立江差病院 〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡5555555555555555555522222222222222222222--------------------0000000000000000000000000000000000000000333333333333333333336666666666666666666652-0036〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕 かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかららららららららららららららららららららののののののののののののののののののののからの おおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知ららららららららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせお知らせ

厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院厚沢部町国保病院 〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡6666666666666666666644444444444444444444－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－3333333333333333333300000000000000000000333333333333333333336666666666666666666664－3036〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕 かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかららららららららららららららららららららののののののののののののののののののののからの おおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知ららららららららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせお知らせ

★道立病院からのお願い★
　道立江差病院の内科は循環器内科及び消化器内科の
専門外来となっています。 風邪や発熱などの症状のみ
の方は厚沢部町国保病院で初期受診をしてください。 
皆様のご理解ご協力をお願いします。

★循環器内科新任医師の紹介★

館越　勇輝（たてこし  ゆうき）医師

前任地：社会医療法人 母恋 天使病院

専門・関心ある領域：循環器内科、特に

心不全。糖尿病等の代謝疾患全般

患者さんへ一言：患者さんの苦痛を癒す

ことが、医師の使命と考えております。

外来では主に心臓の病気および高血圧、

糖尿病などの生活習慣病を担当します。

少しでもみなさんが健康に生活できる時間が永くなるよ

う一緒に頑張りましょう。

髙橋　遼（たかはし  りょう）医師

前任地：室蘭製鉄記念病院

専門・関心のある領域：循環器科内科

患者さんへ一言：帯広市出身です。道南

での勤務は初めてです。道南の医療に貢

献できるように頑張ります。どうぞ宜し

くお願いします。

★総合診療内科新任医師の紹介★

黒田　健（くろだ  たけし）医師

前任地：町立松前病院

専門・関心のある領域：内科、小児科

患者さんへ一言：七飯町出身です。これ

まで道内の病院で総合内科や小児科で

働いてきました。道立江差病院では総合

診療の立ち上げということで、まだまだ

認知されていないと思いますが、当院をはじめ道南全域

の専門医と連携をとって日々診療していきます。

※診療日は予定であり、変更になる場合もあります。
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患
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子
ど
も
と
遊
ぼ
う
！

Vol.

も
っ
と
楽
し
く

　
　
　
　

も
っ
と
豊
か
に

子
育
て
を

３

　さて、今月の遊びはなんでしょう～？今月も２つの遊びを紹介します！
　お父さんお母さんはお子さんと、おじいちゃんおばあちゃんはお孫さんと遊んでみましょう！！
　なお、子育ての悩みや相談等ありましたらいつでも保健師・栄養士に連絡（Tel64-3319）ください。

【チラシ・ジグゾーパズル】

　「もう一品欲しいなぁ～」という時にパッとでき
る一品です。色合いも良く、お好みのドレッシング
やゴマ和えなどでアレンジも簡単にできます。
　特に、旬の野菜は栄養価が高いので積極的に摂
るとよいでしょう。

【材料】（２人分）

●アスパラ　　　　　５本

● 人 参　　　　　　　30

ｇ

●塩麹　　　　　大さじ１

●洋辛子　　　　３～４㎝

【作り方】

①アスパラは茹でて斜め切りにし、人参

　は千切りにする。

②塩麹と洋辛子を合わせて①を和える。

エネルギー    31kcal

塩分　   　　　0.3 g

食生活
改　善
協議会

食改さんのコメン
ト

今月の簡単レシピ

【広報あっさぶは町ホームページでカラー配信しています】

　『チラシを無造作に破って組

み立てる』という簡単な作業の

中にたくさんの力が必要です。

　情報を読み取る、記憶する、組

み立てる、推理する…遊びなが

ら考える力を育てましょう！

アアアアアアアアアアススススススススススパパパパパパパパパパララララララララララアスパラののののののののののの
塩塩塩塩塩塩塩塩塩塩麹麹麹麹麹麹麹麹麹麹辛辛辛辛辛辛辛辛辛辛しししししししししし和和和和和和和和和和塩麹辛し和えええええええええええ

①チラシ（いろいろな商品が載っているスーパーのチラシがお勧め）を選びましょう。
　選んだらじっくりチラシを見てみましょう。どんなものが載ってるかな～？
②次はジグザグに破りましょう。小さく破るほど難しい！
③切ったチラシをかきまぜよう！
④ジグゾーパズルのように組み立てましょう。もとに戻せるかな？

【ボタン競争】

　上のボタンをはめるのは難しいので、おうちの

方が上から始めます。真ん中でふたりの手が出会

うようにスピードを調整してあげましょう。

　お着替えタイムも楽しい時間に！

①ボタン競争よーいどん！
②ぼくは下から、ママは上から。
③わーいできた！
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  ☆☆☆南部桧山清掃センターからのお知らせ☆☆☆　

　７月28日（土）は休日のため施設へのゴミの搬入はできません。
　ごみ収集カレンダーにも掲載していますので、ご確認ください。

【問い合わせ先：南部桧山清掃センター（緯53-6301）】 

　７月＆８月の行事＆お知らせ ―

戸 籍 の 窓
（6月22日届出分まで）

町の人口

前月からの
人口増減人口女男世帯

（－4）2,2851,2021,0831,147下地区

（－1）676349327332鶉地区

（－6）937491446452館地区

（－11）3,8982,0421,8561,931全　町

平成30年5月末日現在

厚沢部町ふるさと納税寄附状況

517件今月の寄附件数

3,425千円今月の寄附金額

1,258件
平成30年度
寄附件数累計

8,040千円
平成30年度
寄付金額累計

1,320千円前年度寄付金額

（6月22日届出分まで）

※外国人住民を含む

館　町　川股シヅ子さん（74歳）15/28

富　栄　杉野　良子さん（82歳）15/30

赤沼町　酒井　孝平さん（86歳）16/24

赤沼町　進藤　貞治さん（66歳）16/10

南館町　櫻庭　　茂さん（85歳）16/19

富　栄　杉野　サトさん（88歳）16/19

おくやみもうしあげます

館　町　佐々田　 悠　里 ちゃん  6/66
ゆ　り

　   　   （涼太さん＆有未さん）
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開
催

21

（土）
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あ
っ
さ
ぶ
ふ
る
さ
と
夏
ま
つ
り

厚沢部町交通事故死
ゼロ記録簿

日１８２１連続

平成30年6月22日現在

おたんじょうおめでとう！

快挙

江
差
高
校
３
年（
厚
沢
部
中
出
身
）

白
山
新
く
ん
全
国
陸
上
大
会
出
場

　

厚
沢
部
中
出
身
で
江
差
高
校
3

年
の
白
山
新
君（
赤
沼
町
）は
第　
71

回
北
海
道
高
等
学
校
陸
上
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技
選

手
権
大
会（
6
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日
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札
幌
市
）

12

4
0
0
ｍ
ハ
ー
ド
ル
で
見
事
5
位

入
賞
。全
国
大
会（
8
月
2
日
～
三

重
市
）出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

白
山
君
は
大
会
を
振
り
返
り「
決

勝
当
日
は
風
が
強
く
レ
ー
ス
運
び

が
難
し
か
っ
た
が
粘
り
の
走
り
で

自
己
ベ
ス
ト
を
記
録
。全
国
出
場

と
知
っ
た
瞬
間
嬉
し
涙
が
出
た
。

全
国
に
向
け
充
実
し
た
練
習
が
で

き
て
い
る
の
で
更
な
る
自
己
ベ
ス

ト
を
狙
い
た
い
」と
誓
い
ま
し
た
。
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樺
樺
樺
樺
樺

（
受
付
時
間
：
9
時
～　

時
）

17

電話番号病　院　名当 番 日

52-0036道立江差病院7月28日（日） 

52-0036道立江差病院15日（日） 

55-2017上ノ国診療所16日（祝） 

52-1366勤医協江差診療所22日（日） 

64‐3036厚沢部町国保病院
29日（日） 

67-2856(ドラッグストアまるや)

直
近
の
休
日
当
番
医

　

急
遽
変
更
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な
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ら
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。
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さ
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催
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庁
で
は
海
上
保
安
学

校
学
生
及
び
海
上
保
安
大
学
校
の

採
用
試
験
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◆
受
験
資
格

　

平
成　

年
4
月
1
日
に
お
い
て

30

中
等
教
育
学
校
又
は
高
等
学
校
を

卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
5
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者　

◆
申
込
受
付
期
間

◇
海
上
保
安
学
校

　

7
月　

日　

～
7
月　

日　

17

（火）

26

（木）

◇
海
上
保
安
大
学

　

8
月　

日　

～
9
月
3
日　

23

（木）

（月）

◆
試
験
日
程

◇
海
上
保
安
学
校

　

9
月　

日　
23

（日）

◇
海
上
保
安
大
学

　
　

月　

日　

10

27

（土）

◆
申
込
方
法
等

　

申
込
方
法
や
試
験
地
な
ど
の
詳

細
は
、左
記
海
上
保
安
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

h
ttp
://w
w
w
.k
a
ih
o
.m
lit.g
o
.

jp
/o
p
e
/sa
iy
o
u
/b
o
sy
u
/

★
問
合
せ
先　

　

第
1
管
区
海
上
保
安
本
部

　

総
務
部
人
事
課

  
☎
0
1
3
4
‐
2
7
‐
0
1
1
8

□
自
衛
官
候
補
生（
陸
・
海
・
空
）

◆
資
格　
　

歳
以
上　

歳
未
満

18

27

◆
受
付
期
間　

　

7
月
1
日　

～
試
験
日
前
日
迄

（日）

◆
試
験
期
日（
左
記
の
う
ち
1
日
）

①
9
月　

日　
16

（日）

②
9
月　

日　

～
9
月　

日　

28

（金）

30

（日）

③　

月　

日　

～　

月　

日　

11

17

（土）

11

19

（月）

④　

月
8
日　

～　

月　

日　

12

（土）

12

10

（月）

□
一
般
曹
候
補
生（
陸
・
海
・
空
）

◆
資
格　
　

歳
以
上　

歳
未
満

18

27

◆
受
付
期
間　

　

7
月
1
日　

～
9
月
7
日　

（日）

（金）

◆
試
験
期
日（
左
記
の
う
ち
1
日
）

◇
1
次
試
験
（
2
次
試
験
有
）

　

9
月　

日　

～
9
月　

日　

21

（金）

23

（日）

□
航
空
学
生

◆
資
格　

◇
海
：　

歳
以
上　

歳
未
満

18

23

◇
空
：　

歳
以
上　

歳
未
満

18

21

◆
受
付
期
間　

　

7
月
1
日　

～
9
月
7
日　

（日）

（金）

◆
試
験
期
日（
左
記
の
う
ち
1
日
）

◇
1
次
試
験
（
3
次
試
験
ま
で
有
）

　

9
月　

日　

～
9
月　

日　

21

（金）

23

（日）

★
問
合
せ
先　

　

自
衛
隊
江
差
地
域
事
務
所

☎
5
2
‐
2
4
7
6

自
衛
官
採
用
試
験
に
つ
い
て

申込締切受講料時　間日　　程住民講座・職業訓練名

7月14日（水）
 2,000円10：00～12：00

7月15日（木）
フラダンス教室

7月18日（水）7月19日（木）

7月10日（火）

高校生
69,000円 
一般 
79,000円

  9：30～16：10
（一部延長有）

  7月26日（木）～
8月12日（日）  

高校生及び一般求職者のための
『介護職員初任者研修』講座

7月13日（金）10,000円  9：00～16：007月27日（金）
自由研削用砥石（グラインダー）

特別教育

行

８

 
＆ 事

お

知
ら
せ

７ 
＆
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厚
沢
部
中
学
校
体
育
祭
・
後
編

新
た
な
歴
史
を
創
る
開
拓
者
た
ち
の
取
組

８
頁
で
紹
介
し
た
『
第
1
回

厚
沢
部
中
学
校
体
育
祭
』。

体
育
祭
当
日
以
外
に
も
革
進
的
な

取
組
が
行
わ
れ
、
そ
の
1
つ
が
ポ

ス
タ
ー
作
り
。
掲
示
場
所
に
合
う

デ
ザ
イ
ン
を
広
報
委
員
会
（
板
坂

奏
部
長
）　

名
が
考
え　

枚
の
ポ

13

16

ス
タ
ー
を
パ
ソ
コ
ン
で
製
作
。
そ

の
う
ち
の
１
枚
に
は
「
3
校
の
中

学
校
が
統
合
し
新
た
な
中
学
校
が

誕
生
し
ま
し
た
。
カ
ツ
の
様
に
サ

ク
サ
ク
し
た
、
味
噌
ラ
ー
メ
ン
の

様
に
こ
っ
て
り
し
た
、
や
き
そ
ば

の
様
に
癖
に
な
る
、
個
性
あ
ふ
れ

る　

名
の
全
校
生
徒
で
前
井
食
堂

86
の
よ
う
な
長
く
素
晴
ら
し
い
歴
史

を
創
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。
僕
た

ち
は
開
拓
者
と
し
て
の
プ
ラ
イ
ド

を
持
ち
前
井
食
堂
の
様
に
地
域
の

皆
様
に
愛
さ
れ
る
よ
う
な
中
学
校

に
す
る
た
め
尽
力
し
て
い
き
ま

す
」
と
記
載
。
こ
れ
を
見
た
前
井

食
堂
店
主
・
前
井
敏
弘
さ
ん
は
「
中

学
生
に
こ
の
よ
う
に
言
っ
て
も
ら

え
て
素
直
に
嬉
し
い
。
こ
れ
か
ら

も
精
進
し
ま
す
」
と
感
激
。
指
導

教
諭
の
栃
木
直
子
先
生
は
「
ど
の

作
品
に
も
行
事
や
厚
中
に
対
す
る

思
い
が
感
じ
ら
れ
良
い
活
動
が
で

き
た
」
と
開
拓
者
た
ち
を
称
え
た
。

 時 
と

 間 
き

刻 む
を

▼

第

１

回

厚

沢

部

中

体

育

祭

。

３

校

が

統

合

し

２

か

月

あ

ま

り

で

初

め

て

の

大

き

な

行

事

。

体

育

祭

の

や

り

方

や

取

り

組

む

姿

勢

は

学

校

ご

と

に

様

々

。

当

日

を

迎

え

る

ま

で

た

く

さ

ん

の

苦

労

が

あ

っ

た

こ

と

だ

ろ

う

。

そ

れ

ら

を

１

つ

ひ

と

つ

乗

り

越

え

て

の

体

育

祭

当

日

。

最

高

の

青

空

に

恵

ま

れ

た

。

「

新

た

な

伝

統

を

創

る

フ

ロ

ン

テ

ィ

ア

と

し

て

日

々

頑

張

っ

て

い

る

み

な

さ

ん

の

こ

と

が

誇

ら

し

い

。

３

年

生

が

率

先

し

て

行

動

し

み

ん

な

笑

顔

で

取

り

組

ん

で

き

た

」

と

開

会

式

で

塩

﨑

校

長

は

生

徒

を

称

え

た

。

▼

今

年

で

最

後

と

な

る

３

保

育

所

ご

と

の

運

動

会

。

保

育

士

手

作

り

の

製

作

物

が

多

く

児

童

や

保

護

者

の

出

番

が

多

い

。

「

リ

レ

ー

は

早

い

遅

い

よ

り

も

次

の

お

友

達

が

そ

の

バ

ト

ン

を

持

っ

て

い

る

こ

と

。

そ

し

て

チ

ー

ム

み

ん

な

で

走

り

き

る

こ

と

。『

バ

ト

ン

を

繋

ぐ

大

切

さ

』

を

繰

り

返

し

教

え

て

き

ま

し

た

」

と

保

育

士

は

話

し

た

。

札

幌

か

ら

応

援

に

来

た

祖

父

母

は

「

種

目

へ

の

取

り

組

む

姿

勢

や

製

作

物

の

１

つ

ひ

と

つ

か

ら

、

先

生

た

ち

の

子

ど

も

へ

の

思

い

、

保

育

へ

の

情

熱

が

感

じ

ら

れ

素

晴

ら

し

い

運

動

会

だ

っ

た

。

感

動

し

た

よ

。

厚

沢

部

に

来

て

良

か

っ

た

ね

」

と

。

▼

子

ど

も

は

い

ず

れ

巣

立

ち

、

厚

沢

部

を

出

る

。

し

か

し

、

こ

の

町

で

育

っ

た

こ

と

先

生

に

掛

け

ら

れ

た

言

葉

は

忘

れ

な

い

だ

ろ

う

。

子

ど

も

に

寄

り

添

い

称

え

て

く

れ

る

大

人

が

い

る

こ

の

町

が

誇

ら

し

い

。（

三

）
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